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B－126　下肢動作1--伴う胴下部 石ヽよび大腿部皮膚面<n 劃(i
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回勅　静よ時 ，下肢動作時 に和ｸ る胴下部f?-X び人腿部の形状` と,かりま形跨碓 を把握し，

フプソデ ーV ヨV  , 肌% ，パy ツ類設計 の基礎資料 とレだレ４ 考i  tz.

万茲　被検 考の胴下部・大腿郡虔膚面応 半身)に基準線 £記 入し，同部位の石膏型 き｡採 取

レr-..不識布s  用いて石膏聚の平面展閉 釘れ 動 いこX   る聡態変化i 調 べヽる乙共ら ﾌ・゚ラ

ニメ ーターマ晒 蹟 を測定。皮膚長変化にフいてI*,  石膏型 裏面に貼 ったスコッチテープ゚に

写レrこ長ir £平収よ,μX 鋼叙製巷又で測定した。被梗老は^卜 友 才の成人や 孚了名, 動作

は股関節3砂ﾄ転，股関 節3ﾀ屈曲，股関節膝関節各佃屈゙＼≫ の3  動作マ■■ ある。

結ま　1.  皮膚長 則中縮は主と｡レt  fc t が伺μ生i; ,    ヨコ方伺では僅少 である。統l て

度膚面積-n変化･友喧膚り たむり向伸 縮り3cぼ同様り傾向t  才,レた。z.  胴下部 皮膚面は下

肢 の動作 方向(屈側)で･に収綿，そり反対側呻 則片 叫 ゆ展をホ レ，ﾚl すれの伸縮率も屈曲角隻

か犬となるに伴 い顕 着てり) ろ。3  . 屈 曲動作にかﾀ る変形量 £たてオ佃 の基準線i'. フ1.ヽ て

見るら 前fi? でヽは£ 頭線，前正中線，前廠線り順I'-牧縮，後面でμ肩甲絲，猿賑偉, 殖正

中ヽ蝶り順に伸 展 色糸し，体側 の夜 窃線 では殆 んりヽ変化 かヽ認 め 今れなかっt-.。今。い寸`れの

動作μわヽいマも最人伸縮平 瓦ホ す･ダース町 前面 刊a ソケイ部，側面V  it転｝秤 £含サ，

後 面？ヽ は殿濠・殿釦 こ捧 すろ 乙･-スでヽある。即弓ギ岐動作に伴う伸縮は下肢付紐部政に最

も強く現 れ，z れうの変り量目 友成膚 包弁<^弾握変り り々ならす傷構妁しわ<y関̂^､(/ フレヽ

る^ 鳶われる。 ぢ。六腿部T- は各ど゚ 一入°)面積 変仏は僅少でヽあ る加，価屈曲時にii, 後 面

μみけろf'. Z タ伺り伸長，内側 ロース'^菱形 変り 等希？. 心状にちヽ ﾌヽﾞる斟 乙が観療さ八H 。

B －127   動 体計測iこ闇-^ ろ碩 乳　Cf  り 恥

X- 時分和 におけろ哨励齢雇苓st のぞ蛸

賜^ が呼虐戈家政　　 奥勇す斤ヨ　 仲保淑を　 馴抑月失 ｛坤 津野鍼 ｝

目的　 適令環、葡い賊眼毅計 い 号V うための勿 体財if.'ト 乱j､ 乞E ぶ可こ とをa 的 としぐ

動 咋によ抑斗衷（t  化乞考I: ヒ-にヽd.　今回訓 和秀秀毛如 詞に類≫'l 1 ろヵ八 囃刳t  ようI

し、雅嬢感に函人々 をﾉCO名 乞選び、片よ肢孝廊 にいい本求心

疼. 嘆理的 国を々釧iに 釦すろお本の参携など丿 僧除 せ≫ ば’ならい にfc 考え1- カヘ　･i ・%

li.乞回-F派 啄才であい-  S).　引動* こ れを包乞c  f-. 曳菊､とレt    乙らI  T.もaヽ で' あ乱

剔M、 リ レカメ､升 竹 八 用大 静立埓 蚕S- 1/埼X-低 めf＼ 費 咄 ）゚、よ孝（吼 づ0). 恨湧 吋）

の暖*  を囁劃し1-.   潮閣 町iTi  耳 ぎ月ワ日、3即t･う%.　'1|  られ一仁^'!,レ塙啄皐の編洙でflヽ

ら塙ぷ載 いt<≪租リレ 静Ji.時 い釦洋峰・<fcレ̂編 を<  略啓せ靖霞痢煤回丿S  ? .　背面レりづ 今

化・-H 湘を経蘇レt 咤、糖制り 式あア..ト に.    it.す位およざ労力 肩叩抑 最橘叉ほり肢断線

鴉私 乞t らt.　を奇%  、哺吋t 報刹 レfに
､結果

Ｄ　ぶ石肩叩聯 最桟曳弓周辺 の^ﾏ い句う にぶ% 錬剛は.   痢弩で1* 4 吋、よ駅 制%  f` iJ
ダ錆 ＼二ま>ir s, ろz. いバイ きTに

2） ’ヽ万考･ヵ牙働I- おいt  も痔吸物維､丿 う%  吠が硯如れない獅 分IJ .    胴IS ii IS 辺 と正

々唯恨周辺で冷ろ。動洋訂丿卜 槽r- 1J 剛釦H. わi- びぶ 才ヽ喋 口司足獅･り%    ̂ふ べヽ ちI  i。

幻　4  暫を乙べ 包名レrこ債ill 掲 似影 いj fe 吋 乙な、rに　これ いi  ゆとり*  t itくか刀`-jT)
，乙%  えう、




